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Ⅰ．シンポジウム  震災の記憶と道徳教育 

― 郷土への思いを継承していく教育の可能性 ― 

１． シンポジウムの資料  

（１）災厄の記憶をめぐる「浮遊するシニフィアン」 

   ―「郷土への思いを継承する道徳教育」に寄せて― 

山名 淳  

（２）道徳教育を通して「震災の記憶」や「郷土への思い」を 

   豊かなものにするには 

― N.ルーマンに基づく再帰的学習モデルを手掛かりに― 

鈴木 篤 

２． シンポジウムのまとめ  

上地 完治  

 

Ⅱ．課題研究  「震災」の記憶を風化させず、子どもたちの「生きる力」を育む 

―「震災」を取り上げた道徳科や道徳教育の実践から学ぶ ― 

１． 課題研究の資料  

（１）小学校における震災教育を風化させないための取り組み 

由良 健一 

 （２）東日本大震災や福島第一原子力発電所の事故と道徳教育 

阿部 洋己 

 （３）「東日本震災」に関する道徳の実践 

― 大学での教員養成の立場から ― 

佐藤 郷美  

 （４）震災に関する教材の作成、活用とその配慮 

浅見 哲也  

２． 課題研究のまとめ  

田沼 茂紀  

 

Ⅲ．会務報告 

 



Ⅳ．日本道徳教育方法学会 会則 

 

Ⅴ．『道徳教育方法研究』投稿規定 

 

編集後記  


